
公表：令和 6年 2月28 日

チェック項目 はい いいえ
解答な

し
工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースと
の関係で適切である 6 7 0

・子どもがクールダウンできるス
ペースができていない。棚で仕切っ
て空間を設けています。
・スペースは決して適切とは言えな
いが活動に応じて間仕切りをしてい
ます。

・現状を考慮して、今後に生かして
いきたいです。
・不要なものは片付け、環境整備
の徹底を図ります。
・子供達が安全に過ごすために、
区切ったり構造化していく必要があ
ります。常時、個別課題かクールダ
ウンの場を提供するよう努めます。

2 職員の配置数は適切である 6 7 0
・配置基準は満たしています。クラ
ス別で職員を配置していますが、支
援は十分とは言えません。

・配置基準は満たしていますが、
様々な発達障害を抱えておられる
お子様に対応するが困難な状況で
す。有資格者の人材確保に努めな
がら、よりよい支援が行えるよう、
努めていきます。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造
化された環境になっているか。また、
障がいの特性に応じ、事業所の設備
等は、バリアフリー化や情報伝達等へ
の配慮が適切になされている

9 3 1

・研修を受けながら見直し中です。
クールダウンの場所があると良い。
現状使えるもので、できる限りの環
境設定をしている。

・引き続き、子供達が分かりやすく、
特性に合わせた支援が行えるよう
努めていきます。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ
る環境になっているか。また、子ども
達の活動に合わせた空間となってい
る

9 3 1

・子どもたちが遊ぶスペースが（各
クラス）もう少し広くすれば良い。
・講師にアドバイスをもらいながら
取り組んでいます。
・建物が古い為生活空間を常に清
潔に保つよう毎日清掃時、消毒を
行っています。

・環境整備や消毒などを行いながら
利用児の活動空間を快適に過ごせ
るように努力致します。
・整備の改修については、早期に
対応することは、困難ですが、子ど
も達が安全に安心して活動できる
よう生活空間を整えていきます。
・トイレの排水溝からの異臭につい
ては、改善できるように努めていき
ます。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイク
ル（目標設定と振り返り）に、広く職員
が参画している

10 3 2

・計画書の策定と振り返りを定期的
に行っています。
・業務上、課題が発生した時は、会
議等で振り返り課題解決に努め、
業務改善を図っています。

・終礼時に振り返りを行い、課題を
発見し、早期に解決していきます。

6

保護者等向け評価表により、保護者
等に対して事業所の評価を実施する
とともに、保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげている

7 3 3

・アンケートや自己評価は適時ホー
ムページにて公開され、確認できる
状態となっています。（園の玄関に
も掲示しています。）

・保護者からの意見、意向を把握
し、可能な限り業務改善に努めま
す。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向
け評価表の結果を踏まえ、事業所とし
て自己評価を行うとともに、その結果
による支援の質の評価及び改善の内
容を、事業所の会報やホームページ
等で公開している

10 0 3
・十分とは言えないが業務について
振り返る時間や話し合いを持ち、改
善するよう努めています。

・今後も、ホームページにて評価の
公表を継続していくと共に新しい情
報の提供にも努めていく。

8
第三者による外部評価を行い、評価
結果を業務改善につなげている 4 5 4

・第三者による外部評価は行って
いません。
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9
職員の資質の向上を行うために、研
修の機会を確保している 13 0 0

・研修の振り返りや事例検討などの
内部研修を行い、日々支援につい
ての資質向上に努めています。
・内部研修や外部研修への参加を
積極的に行っています。

・オンライン研修を含む外部研修へ
の積極的参加や内部研修を定期
的に行う事で、職員の資質向上に
努めます。
・専門機関の講師派遣事業を活用
して専門的知識の習得と向上に努
めます。

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保
護者のニーズや課題を客観的に分析
した上で、児童発達支援計画を作成し
ている

9 1 3 ・日々の状況を報告書にまとめ、計
画書を作成しています。

・支援会議やケース会議、検討会
議等を通して計画の見直しを行うよ
うにしています。

11
子どもの適応行動の状況を把握する
ために、標準化されたアセスメントツー
ルを使用している

4 5 4

・アセスメントツールについては少し
ずつ取り入れていますが、職員全
員が共通認識を持てるように研修
に取り入れつつあります。

・研修や検討会議等を行い、子ども
の適応行動についてのアセスメント
力をアップさせていく必要性があり
ます。
・発達検査については、職員の研
修に取り入れ、誰もがアセスメント
できる能力を習得できるように努め
ていきます。

12

児童発達支援計画には、児童発達支
援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「発達支援（本人支
援及び移行支援）」、「家族支援」、「地
域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設
定されている

8 4 1
・地域支援についTれは、講演会や
親子体操教室などを開催していま
すが十分とは言えません。

・児童発達支援ガイドラインを周知
し、「発達支援（本人支援及び移行
支援）」、「家族支援」、「地域支援」
に目を向けられるように努めます。
・地域支援については、不十分なた
め、今後地域のニーズを把握しな
がら、支援を検討していきます。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行
われている 10 0 3

・支援会議を行い全職員が共通認
識を持ち、統一した支援をおこなう
ようにしています。

14
活動プログラムの立案をチームで行っ
ている 13 0 2

・クラス別にチームでプログラムを
立てています。

・チームでの集団プログラムの中に
個別活動のプログラムも取り入れ
ていきます。

15
活動プログラムが固定化しないよう工
夫している 13 0 0

・子どもの変化に応じプログラムを
変更しています。

・様々な活動プログラムを設定して
いきます。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集
団活動を適宜組み合わせて児童発達
支援計画を作成している

12 0 1

17
支援開始前には職員間で必ず打合せ
をし、その日行われる支援の内容や
役割分担について確認している

11 1 1

・毎日、一クラス事担当職員を決め
て支援開始前に打ち合わせを行っ
ています。嘱託職員やパート職員
にもその日の内容などについて伝
えています。

・日常でのコミュニケーションを充実
させることで、日々の支援内容や役
割分担を職員それぞれが自覚でき
るように努めます。

18

支援終了後には、職員間で必ず打合
せをし、その日行われた支援の振り返
りを行い､気付いた点等を共有してい
る

9 2 2 ・連絡帳やケース記録の際に共有
している。

・毎日、支援の振り返りを行い、情
報共有しながら、よりよい支援につ
なげていきます。
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19
日々の支援に関して記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげて
いる

13 0 0
・報告書に、改善点等を記載し、職
員全員で共有理解に努めていま
す。

・支援記録は毎回行っています。支
援に対して必要な時は会議を行
い、改善に努めていきます。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発
達支援計画の見直しの必要性を判断
している

10 0 3

・モニタリングは児発菅と担当職員
が中心になり計画の見直しを行い
全職員で検討して必要性を検討し
ています。

・定期的には勿論のことですが、利
用児の状況に変化があり必要と判
断した時は計画の見直しをすること
で適切な支援ができると考えてい
ます。

21
障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議にその子どもの状況に精通
した最もふさわしい者が参画している

7 3 3
・現状は児発菅が現場の職員に聞
き取りを行って会議に出席していま
す。

・現場の忙しさから直接担当職員
が参加できていません。今後は児
発菅と共に担当職員の参加を積極
的に行う事で現場での支援を具体
化し全職員で共有できるように努め
ます。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の
関係者や関係機関と連携した支援を
行っている

11 2 0

・保健センターや子育て支援課・子
ども家庭科等の関係機関との会議
に参加したり情報の提供と共有をし
ています。

・今後も各関係機関と、定期的に会
議などを行い、連携に努めていきま
す。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心
身障がいのある子ども等を支援してい
る場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携した支援を
行っている

6 3 4
・病院、行政や関係機関との連携を
積極的に取り組んでいきます。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心
身障がいのある子ども等を支援してい
る場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と
連絡体制を整えている

6 3 4
・対象児の通院日時に合わせて主
治医の意見などを聞いて指示書を
受け取ったりしています。

・今まで以上に保護者の同意を得
ながら、主治医や協力医療機関と
必要に応じて積極的に連携を取
り、体制を整えていくよう努めます。

25

移行支援として、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）
等との間で、支援内容等の情報共有
と相互理解を図っている

12 1 0 ・情報共有の為、書類等を職員全
員に回覧しています。

・移行支援として、対象児童がス
ムーズに移行できるように支援内
容について相互理解を深めるため
今後も連携を深めていきます。

26
移行支援として、小学校や特別支援
学校（小学部）との間で、支援内容等
の情報共有と相互理解を図っている

11 1 1
・文書での引き継ぎをしています
が、必要に応じて連携を図っていま
す。

・関係機関や学校等と連携を取り、
支援内容等についての情報共有や
相互理解に努めていきます。

27

他の児童発達支援センターや児童発
達支援事業所、発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研
修を受けている

10 1 2

・発達障害者支援センターの派遣
事業を利用し定期的に内部研修を
行い現場職員への支援等について
助言を受けました。研修内容につ
いてなど担当職員が連携を図って
います。

・発達障害者支援センターからの助
言を(事例検討)今年度から受ける
ことになりました。
・今後も外部の専門機関との連携
を取り、研修や助言を積極的に取
り入れていきます。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との
交流や、障がいのない子どもと活動す
る機会がある

13 0 0
・今年度は、近隣の認定こども園の
園児さんたちと6月と11月の2回ふ
れあい交流を行っています。

・当施設や児童発達支援事業所の
み利用の園児にとっては障害のな
い子供との交流がないので実施回
数を増やすことで交流活動の機会
を増やしていきたいと考えます。
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29
（自立支援）協議会子ども部会や地域
の子ども・子育て会議等へ積極的に参
加している

8 1 4 ・児発菅が中心に参加をしていま
す。

・現状では、常に同じ職員のみ参加
しているので、今後は他の職員の
参加を進めていきます。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの発達の状況や課題に
ついて共通理解を持っている

12 1 0 ・お互いに確認し合うことが不十分
です。

・保護者との話し合いの機会を持
ち、共通理解をするように努めてい
きます。

31

保護者の対応力の向上を図る観点か
ら、保護者に対して家族支援プログラ
ム（ペアレント･トレーニング等）の支援
を行っている

7 4 2
・地域や事業所・関係機関等に広
報活動をして参加者を募るように努
めています。

・メンター相談会や講演会への参
加者が少ないので、もっと広報活動
を行い、参加者を増やせるよう努め
ます。

32
運営規程、利用者負担等について丁
寧な説明を行っている 9 0 4

・契約時に書面を見ながら丁寧に
説明していますが、理解されていな
いこともあります。

・現状では、契約時に児童発達支
援管理者や施設長が行っていま
す。利用者が不安や疑問を持たな
いよう丁寧な説明をしていきます。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」のねらい及
び支援内容と、これに基づき作成され
た「児童発達支援計画」を示しながら
支援内容の説明を行い、保護者から
児童発達支援計画の同意を得ている

10 0 3
・支援計画書作成のための日々の
報告書を作成しています。

・個別支援計画については、必ず
保護者に説明し同意を得て実施し
ています。状態が変化し計画が途
中変更する場合も、その都度丁寧
に説明を行い、同意を得ています。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩
み等に対する相談に適切に応じ、必
要な助言と支援を行っている

8 2 2
・保護者からの訴え時のみになって
いる。

・いつでも定期的に保護者の相談
に対応してまいります。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者
会等を開催する等により、保護者同士
の連携を支援している

10 0 3
・摂食指導の日に給食参観として
保護者をお誘いし茶話会を設けて
いる。

・保護者会はないですが、行事後
の茶話会など少しずつ再開できれ
ばと考えています。

36

子どもや保護者からの相談や申入れ
について、対応の体制を整備するとと
もに、子どもや保護者に周知し、相談
や申入れがあった場合に迅速かつ適
切に対応している

11 0 2
・相談の申し入れがあった時は、園
全体で検討しながら対応していま
す。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報を子
どもや保護者に対して発信している

12 0 1 ・園だよりや保健だより、食育だより
等で発信しています。

・今後も情報発信に努めます。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 13 0 0

・外部に出す際には、必ず許可をも
らっています。また同意書も頂いて
います。
・事務所のロッカーに書類を保管
し、部屋に施錠しています。パソコ
ン上はパスワード保護しています。

・個人情報の取り扱いについては、
行動基準等の読み合わせを行い、
周知徹底をし、意識強化に努めて
いきます。

39
障がいのある子どもや保護者との意
思の疎通や情報伝達のための配慮を
している

12 0 1

・障害のある子供に対しては絵カー
ド等を利用し保護者とは電話や連
絡帳・文書を通して情報の伝達をし
ています。
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40
事業所の行事に地域住民を招待する
等地域に開かれた事業運営を図って
いる

4 4 5

・当施設での行事で地域住民を招
待することはありませんが、同法人
の催事や行事等に参加して当施設
の広報活動を行うようにしていま
す。

・地域住民に当施設の事について
十分な広報活動ができていないの
で認知度はあまりありません。地域
の行事や催事等の情報を収集し、
できるだけ参加し地域住民への情
報提供等を行い地域活動を一緒に
することで開かれた事業運営がで
きると考えます。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定
し、職員や保護者に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施してい
る

13 0 2

・保護者に周知されていないことを
感じます。
・マニュアルは作成し職員には周知
しているが、保護者への周知につ
いては十分ではないため今後の課
題です。

・引き渡し訓練など、保護者を含め
た訓練を取り入れていきます。
・マニュアル関連について職員、保
護者への周知は不十分に感じま
す、機会を設けていきたいと考えま
す。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行ってい
る

13 0 0
・毎月行っている。年1回は保護者
参加の引き渡し訓練も行っていま
す。

・今後も定期的な訓練を行い、災害
時に備えていきます。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん
発作等のこどもの状況を確認している 13 0 0

・疾病等の把握や服薬についての
確認はアセスメント時に必ず聞き取
りをしています。

・毎年度、児童票の更新をしていま
す。（児童の情報の変化）今後も利
用児の状況を確認し、柔軟に対応
していきます。

44
食物アレルギーのある子どもについ
て、医師の指示書に基づく対応がされ
ている

13 0 0
・アレルギーのある子に対してはか
かりつけ医の意見書を提出してもら
い対応しています。

・毎月の給食やおやつの提供につ
いては、保護者に必要書類を提出
して頂き、栄養士、調理や職員で何
重にもチェックして誤食を予防して
います。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所
内で共有している 11 2 0

・日常業務の中でヒヤリハット事例
を記録、発表し職員みんなで共有
しています。

毎日、終礼時、ヒヤリハット事例を
確認し、記録用紙を職員全員に周
知しています。

46
虐待を防止するため、職員の研修機
会を確保する等、適切な対応をしてい
る

13 0 0

・毎月１回研修に取り入れていま
す。
・虐待防止委員会・拘束適正委員
会を設置し年2回開催しています。

・外部研修に参加した職員は、必ず
内部研修でフィードバックし、虐待
についての意識を高めるようにして
います。
・人権虐待防止セルフチェック表を3
ケ月毎に実施し所属等に提出した
り、行動基準・倫理綱領の読み合
わせ等を行い意識強化に努めてい
ます。内部研修に取り入れていま
す。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘
束を行うかについて、組織的に決定
し、子どもや保護者に事前に十分に説
明し了解を得た上で、児童発達支援
計画に記載している

13 0 0
・身体拘束はしていません。個々に
応じて環境的要因に配慮して支援
しています。

・バス乗車中や重度身体障害児の
椅子からの転倒防止等のために、
ベルト着用する場合は、必ず計画
に記載し保護者への説明を行なう
ようにしています。また、同意書に
もサインをして頂いています。
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